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代表質問（要旨）

議
員　
「
話
を
聞
く
姿
勢
」
こ
そ
が

知
事
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
知
事
の
姿
勢
を
通
じ
て
、

県
民
は
知
事
を
信
頼
し
て
い
く
と
考

え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
政
世
論
調
査
の
ほ
か
、
私

自
ら
が
現
場
へ
出
向
き
、
県
民
と
の

丁
寧
な
対
話
と
本
音
の
議
論
を
行
う

対
話
集
会
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、

信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
県
民
が

未
来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

「
新
し
い
茨
城
づ
く
り
」
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

人
口
減
少
を
は
じ
め
厳
し
い

状
況
が
続
く
中
、
県
北
振
興
を
図
る

た
め
に
は
政
治
の
力
が
重
要
で
あ
る
。

知
事
に
は
不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
が
、

今
後
、
県
北
振
興
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

知
事　

県
北
振
興
を
進
め
る
た
め
に

は
、
地
域
自
ら
が
考
え
、
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
県
も
地
域
と
目
標
な
ど
を
共
有

し
た
上
で
、
効
果
的
・
効
率
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
新

た
な
総
合
計
画
で
示
す
県
北
地
域
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
未
来
に
希

望
の
持
て
る
県
北
地
域
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

今
後
、
産
業
振
興
や
雇
用
創

出
を
進
め
る
た
め
、
県
や
企
業
な
ど

が
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
県
に
よ

る
支
援
を
充
実
・
強
化
し
、
企
業
の

枠
を
超
え
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

産
学
官
金
に
よ
る「
茨
城
県

Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
を
創
設
し
、
県

内
企
業
の
生
産
性
向
上
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
な
ど
、
一
層
の
産

学
官
の
強
化
に
向
け
て
県
が
中
心
的

な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
科
学
技
術

の
集
積
や
産
業
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
財
政
運
営
、
医
師
確
保

対
策
な
ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
に
は
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
や
多
数
の
研
究
機
関
な
ど
が
あ

り
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上

で
他
地
域
に
な
い
強
み
が
あ
る
。
宇

宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
形
成
に
向
け
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
促
進
の

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
に
対
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を

実
施
し
、
機
運
醸
成
を
図
る
。
ま
た
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
詳
し
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
県
産
業
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
企
業
の

宇
宙
機
器
開
発
支
援
の
た
め
の
小
型

試
験
設
備
を
整
備
し
、
体
制
構
築
を

図
る
。
さ
ら
に
、
企
業
の
開
発
経
費

な
ど
を
助
成
す
る
財
政
支
援
を
行
い
、

宇
宙
と
い
え
ば
「
茨
城
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
、
関
連

企
業
の
集
積
を
促
進
し
て
、
宇
宙
ビ

ジ
ネ
ス
の
拠
点
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
捗
状
況
お
よ
び
田
川
の
改

修
見
通
し
は
。

知
事　

鬼
怒
川
で
は
、
必
要
な
堤
防

用
地
の
八
割
超
を
取
得
し
、
三
割
超

の
堤
防
が
完
成
ま
た
は
整
備
中
で
あ

る
。
河
道
掘
削
も
約
六
割
が
完
了
し

て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
度
の
完
成
に

向
け
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
田
川
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
設

計
を
開
始
す
る
と
と
も
に
合
流
点
の

整
備
に
つ
い
て
国
と
調
整
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
に
河
川

改
修
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員　

大
規
模
災
害
に
対
す
る
県
警

察
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

各
種
気
象
警
報
発
表

時
や
震
度
四
以
上
の
地
震
発
生
の
際
、

災
害
警
備
連
絡
室
を
設
置
し
、
初
動

対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水

害
や
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想

定
し
た
災
害
対
応
訓
練
を
実
施
し
、

災
害
対
処
能
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
知
事
の
基
本
姿
勢
、
介

護
人
材
の
確
保
な
ど
も
質
問
）

議
員　

子
育
て
日
本
一
を
目
指
し
た

支
援
策
と
し
て
、
医
療
費
の
負
担
を

軽
減
す
る
小
児
マ
ル
福
制
度
を
拡
充

し
、
高
校
三
年
生
の
通
院
ま
で
を
対

象
と
し
て
は
ど
う
か
。

知
事　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
今
年
十
月
か
ら

入
院
に
対
す
る
小
児
マ
ル
福
制
度
の

対
象
を
、
こ
れ
ま
で
の
中
学
三
年
生

か
ら
高
校
三
年
生
ま
で
拡
充
す
る
。

通
院
に
つ
い
て
は
、
拡
充
の
効
果
を

見
極
め
つ
つ
、
財
政
状
況
や
他
県
の

動
向
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

議
員　

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
十
分

な
整
備
と
茨
城
の
魅
力
を
紹
介
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

国
体
に
合
わ
せ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
実
施
さ
れ

る
が
、
茨
城
ら
し
い
特
徴
や
独
自
性

を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
民

間
事
業
者
と
も
連
携
し
て
新
た
な
情

報
発
信
に
挑
戦
し
て
い
く
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
と
と
も
に
競
技

の
ラ
イ
ブ
中
継
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
を
図
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
も
協
力
い
た

だ
く
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

外
見
か
ら
は
容
易
に
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
内
部
障
害
や
難
病

の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
が
、
援

助
や
配
慮
の
必
要
性
を
周
囲
に
知
ら

せ
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
作
成
・
配
布

し
、
社
会
的
認
知
度
向
上
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
お
よ
び
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
を
来
年
度
か
ら
配
布
し
、

身
に
付
け
て
い
る
方
が
必
要
と
す
る

援
助
や
配
慮
を
き
ち
ん
と
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
役
割
や
見
か
け
た
場

合
の
対
応
を
県
民
へ
周
知
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
を
目

指
す
茨
城
県
の
基
本
的
な
視
点
、
激

甚
化
・
大
規
模
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
事
前
防
災
な
ど
も
質
問
）

長谷川　修平 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

一括方式

井手　義弘 議員
公 　 明 　 党
日 立 市 選 出

分割方式

臼井　平八郎 議員
自民県政クラブ
結 城 市 選 出  

一括方式

鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
と
田
川
の
改
修
見
通
し

大
規
模
災
害
に
対
す
る

県
警
察
と
し
て
の
取
り
組
み

本
県
の
資
源
を
生
か
し
た

産
業
振
興
と
雇
用
創
出

知
事
の
基
本
姿
勢

県
北
振
興

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
形
成

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
制
作
・
配
布
と

普
及
促
進

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

今
後
の
県
政
運
営

　次回の、平成30年第4回定例会は、10月29日から11月14日まで
の17日間の会期日程で開催される予定です。

さらなる地域振興が期待される県北地域

ヘルプマークの作成・配布と社会的認知度向上を

茨城に宇宙ビジネスの拠点形成を（JAXA提供）

月日 曜 議 事 予 定

10. 29 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

30 火 休会（議案調査）

31 水 休会（議案調査）

11.  1 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

2 金 本会議（一般質問・質疑）

3 土 （文化の日）

4 日
5 月 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

6 火 休会（委員会審査準備）

7 水 休会（常任委員会）

8 木 休会（決算特別委員会）

9 金 休会（新しい茨城づくり調査特別委員会）

10 土
11 日
12 月 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）

13 火 休会（議事整理）

14 水 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）


